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函館市避難所運営マニュアルの改訂











新型コロナウイルス感染症対策に配慮した

避難所運営のポイント

引用:徳島県危機管理環境部とくしまゼロ作戦課



現在，新型コロナウイルス感染症の拡大が危惧される中
で地震や豪雨などの大規模災害が発生した場合、避難所
でクラスターによる爆発的な感染拡大が起こるおそれがあ
り、
災害+クラスターという
「過去に例を見ない複合災害」への備えが
求められています。



避難所での３密を避けるため

「スペースの確保」
「パーティションや段ボールベッド等の

効果的な活用やレイアウトの方法」
「避難者の受付」
「施設の衛生対策」



1 事前受付

（健康な人と発熱・体調不良者の確認）



「事前受付」は、避難所に
訪れた人が最初に立ち寄る
場所です。体育館等の避
難所に入る前に検温や体調
確認を行い、「健康な人」
と「発熱や体調不良のあ
る方」の動線を分けてそれ
ぞれの居住スペース及び専
用スペースに案内します。















2 個別受付

（避難所への入所手続き）



健康な人が事前受付後に
向かう「個別受付」では、
「避難者カード」を運
営スタッフに提出し、避
難所の入所受付を行いま
す。
その後，居住スペース
へと移動してもらいます。







避難者ごとに使い捨てや消毒済みのペンを使用。

ネームカード例。裏側に検温表を設けています。



3 居住スペース

（健康な人のスペース）



「居住スペース」は、
健康な人が避難生活
を送るための場所で
す。避難者同士の
３密を回避するため、
１人当たりのスペー
スを通常より広く確
保することになり
ます。





居住スペースから体
調不良者が出た場合
は一旦「隔離スペー
ス」で聞き取りを行
い、できるだけ健康
な人との接触を避け
ながら専用スペース
へと誘導します。専
用スペースの入口で、
PPEを装着した担当
スタッフへ引き継ぎ
ます。









4 専用スペース

（発熱・体調不良者等のスペース）



発熱や体調不良のあ
る方には「専用ス
ペース」を設ける必
要があります。
専用スペース内では、
感染症対策が特に必
要となります。ス
タッフは必ず PPEを
装着して対応するこ
とになります。













５ PPE
（個人防護具）





６ 食事の受け渡し







７ ゴミ処理

（専用スペース）









参考資料







参考資料

避難者名簿





参考資料

健康管理チェックリスト





検索は

函館市 避難所について

でしてください。

「函館市避難所マニュアル」で検索すると改訂前のものが
表示される場合があります。



避難所レイアウトについて



〇密になりにくい場所に
避難所入口や受付を設置します。


〇共同空間
受付、掲示板、電話やパソコン設置スペース、
充電場所、物資保管場所、手洗い場、トイレ、
更衣室、洗濯場・物干し場、ゴミ置き場、
シャワー、



食事スペースは、
飛沫感染を防ぐため、できるかぎり占有スペース内
にて食事が望ましく、設置を推奨しません。

※設置をする場合は、順番制にする，
向かい合わせの椅子の配置を避ける、
消毒を徹底するなど、感染症対策のための

運用ルールを作成する。



通路は一方通行、
できる限り通行者がすれ違わないようにします。
可能であれば出口と入口を分けることが望ましい。

要配慮者の方が生活することも想定されます。
車いすの方が避難されることもあるでしょう。


乳児を抱えたお母様も避難されることもあります。
障害特性や要配慮者のニーズに応じた配置、
授乳室や女性だけのスペースの確保など工夫が必要です。













函館市職員避難所開設訓練



ご清聴ありがとうございました。


